
２０２５年度　学校評価項目・評価基準に基づく評価結果及び分析 南魚沼市立塩沢小学校

英語教育・国際理解

評価結果 評価 考察及び改善策 評価結果 評価 考察及び改善策

成
果
目
標

英語を使ってコミュニケー
ションをしたり、外国のこと
を学んだりすることが好きと
答える児童を増やす。

児童・保護者アンケートで肯
定的評価
Ａ：80％以上　Ｃ：60未満

（児童アンケート）
「英語を話したり、外国のこ
とを学んだりすることは楽し
いですか。」
1学期：３～６年
2学期：１～６年

（保護者アンケート）
「お子さんは、外国のことに
関心をもち、国際科の学習に
進んで取り組んでいます
か。」

児童
８６．２％
保護者
７３．１％

B

・保護者の肯定的評価は昨年度より上がってい
る。児童も３％下がったが例年並みである。児
童への国際科への関心については、学級担任の
先生が少しでも国際科の授業に関わったり、英
語を使っている児童を褒めたりすることで、よ
り高まると考えられる。専科に任せきりにせず
に、今後も継続して担任も授業へ意識を向けて
いく必要がある。
・児童よりも保護者の評価が低いので、今後も
継続して保護者へのアピールが必要である。
・２学期は低学年も国際科が始まるので、楽し
く学べるような活動を工夫していく。

児童
８８．５％
保護者
６７．９％

B

・児童については昨年度後期並みであるが、1
学期より少しポイントが上がった。保護者につ
いては昨年度よりも下がり、1学期も比較する
とポイントが下がっている。児童の国際科への
関心は高い一方で、保護者が少し低い傾向にあ
る。3学期は国際交流会もあるので学年便りで
是非発信をお願いしたい。

教
育
活
動

英語を使って楽しくコミュニ
ケーションをとったり、外国
の文化や習慣について学んだ
りする授業を実践する。

職員アンケートで肯定的評価
Ａ：80％以上　　Ｃ：60％未
満

（職員アンケート）
「児童が進んでコミュニケー
ションを取ろうとするような
授業や外国の文化や習慣に触
れるような活動を実践するこ
とができた」

職員
１００％

A

・昨年度の８８％より肯定的評価が上がった。
・４年生以上は英語専科、ＡＬＴを中心として
授業を進めていくことになるが、授業に直接関
わらない担任との情報交換も密に行い、授業改
善に生かして行く。
・１～３年生は担任が中心となって授業を進め
ていくので、ＡＬＴとの打合せをしっかり行
い、楽しい授業を心掛ける。
・個別支援や個別指導が必要な児童に関して事
前に英語専科やALTに情報提供をすることで、
コミュニケーション活動での大きなトラブルを
回避できる。そのため、専科との情報交換も大
切にする必要がある。また、学習内容によって
は、支援員や学級担任のサポートが必要である
ので、すずらんや、担任との情報交換も学年か
などで実施していく。

職員
１００％

A

・１学期と同様に肯定的評価が高い。
・1学期以降の取組として４年生以上は英語専
科、ＡＬＴだけでなく、授業に直接関わらない
担任との情報交換も密に行い、授業改善に生か
した結果と思われる。１～３年生も同様にＡＬ
Ｔとの打合せをしっかり行い、楽しい授業を心
掛けたようである。
・個別支援や個別指導が必要な児童に関して事
前に英語専科やALTに情報提供をすることが、
少し不十分な場面があった？担任からも、また
専科ＡＬＴからも互いに、個別に配慮が必要な
児童やその対応方法を共有する必要がある。特
に、不適切行動をとる児童への指導は、単純な
叱責だけでは対応できない児童もいるため、そ
の児童への配慮方法は特に九通理解を図る。

運
営
活
動

・保護者・地域に積極的に発
信活動を行い、地域の国際科
に対する意識の向上、理解の
向上を図る。

職員アンケートで肯定的評価
Ａ：90％以上　　Ｃ：70％未
満

（職員アンケート）
「学年便りやＨＰを通して、
国際科や国際理解教育につい
て、学期に１回以上、家庭、
地域に発信することができた
か。」

職員
８０％

B

・昨年度はC評価であったがBに上がった。
・低学年は２学期から国際科が月１回で始まる
ので、その時の様子をおたよりで紹介する。
・３年生以上は、２学期の授業の中で楽しそう
な活動を１回でよいので、おたよりで紹介す
る。
・教頭先生が国際科の授業の様子を定期的に
ホームページで発信したことで、保護者・地域
の国際科に対する意識・理解の向上を図ること
ができた。各学期ごとに全ての学年の様子を発
信していただけるとありがたい。

職員
８５．７％

B

・昨年度後期はC評価であったが、1学期と同様
にBに上がった。
・1学期と同様に教頭先生が国際科の授業の様
子を定期的にホームページで発信したことで、
保護者・地域の国際科に対する意識・理解の向
上を図ることができた。3学期は国際交流会も
あるので学年便りで是非発信をお願いしたい。

チ
ャ
レ
ン
ジ
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２学期１学期

　　【目指す姿】

進んで外国の生活や文化に親しんだり、外国語に触れたりしようとする子

評価項目 評価基準


